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特許　第4774677号

XS ： 22.0～23.0cm 
 S ： 23.5～24.0cm
 M ： 24.5～25.5cm
 L ： 26.0～27.0cm

 XS ： 22.5～23.5cm 
 S ： 24.0～25.0cm
 M ： 25.5～26.0cm
 L ： 26.5～27.0cm

上記のサイズ表を参考に、インソールのサイズを選択
してください。あらかじめシューズに装着されている
インソール、あるいはご使用中のインソールを抜き取り、
ドクター・バランスを装着のうえご使用ください。

ご使用方法

商品の使用中に、過度な違和感が継続す
る。あるいは痛み等が生じる場合には、
ただちにご使用を中止してください。

ご使用上の注意

Sports Pro

※シューズサイズに合わせてお選びください。

※Dr.BALANCEの効果には個人差があります。
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Pro アドバイザー
プロゴルファー
深堀 圭一郎

撮影　野村 誠一

（Pro）（Sport）

中性洗剤で洗って、陰干しにしてください。

お手入れ方法「痛みや違和感の緩和はもちろん、正しい姿勢や歩行
スタイルに導くことで身体全体の筋バランスを整え
健康体への回帰を促します。母趾側に荷重をリードする
ヘコみや、接地時のズレをなくす土踏まず部分の突起の
大きさなどに精査を重ね、完成までに20年の歳月を費やし
ました。これはもう単なるインソールではありません。
自信をもっておすすめできる矯正具といってもいい製品
です」

1968年、東京都生まれ。
173cm、68kg。
高校2年で「日本ジュニア」を
制覇。明治大学を経て1992年
にプロ入り。2003年の「日本
オープン」を含む国内ツアー
８勝。自身も足裏の痛みを克服
してシードに返り咲いた経歴を
もつ。

■ 製作・監修より

■ アドバイザー
深堀 圭一郎

• O脚のため歩くとき、膝に
強い痛みがある。
• 膝に違和感がある。
• 靴のかかと外側が大きくすり
減る。
• 歩き方のバランスが悪い。

※Dr.BALANCEの効果には個人差があります。

サイズ（使用サイズの目安）
このような方にオススメ

販売元 株式会社 小原工業
 〒158-0097　東京都世田谷区用賀 2-18-9
 TEL: 03-3700-4631
 http://www.obara-kogyo.jp/

開発者 義肢装具士　森中　茂

詳しくはWebで紹介しています。

特許　第4774677号
・膝関節の矯正に有用となる特殊な構造のインソールに関する特許
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これまでインソールは、足や膝の痛み、あるいは違和感を和らげるだけのものでした。
ドクター・バランスはそこから一歩踏み込み、身体への悪影響を防いで健康な状態に近づけてい
くインソールです。ゴルファーの方は18ホール歩いてラウンドできるようになるだけでなく、
スイングも整ってきます。

18ホール
歩いても
さらに

歩きたくなります

外側ウエッジが正しい内側荷重に誘導、重心移動を親指側に促して
正しい歩行や姿勢の維持を無理なく実現します。さらに、中足骨
パットの効果が相まって体の筋バランスが整い、膝や腰へのスト
レスも軽減されます。また、ドクター・バランス プロはO脚による
膝の痛みを瞬時に軽減することが期待されますので、痛みがある
方により適した製品です。
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なぜ、O脚はよくないの？
日本人に多いO脚。その状態が続くと重心が外側に
偏り、膝関節の内側部分に痛みが生じて関節の磨耗に
もつながります。
さらに、痛む部分を庇って腰痛を発症するなど悪循環
に陥る可能性もあるため、一刻も早く内側重心を促
して、理想的な重心移動にする必要があります。

このようなスチュエーションで…
ゴルフのラウンドや練習はもちろんのこと、ウォーキング、
ジョギング、トレーニングや日常生活など、幅広いシーンで
使用できます。

Sports Pro

O脚の場合正常な場合

20年の研究から理想の素材を実現！
歩行をサポートする
BALANCE SYSTEM

装着時の重心移動

Dr.balanceの
重心移動

O脚の
重心移動

重心が足の親指側に移動
する設計。
足腰の関節に
かかる負担を
軽減。
かかとで着地し、
親指で踏み切る
理想的な歩行を
サポートします。

外側ウエッジ

中足骨パット

歩行時の重心
移動を正しく
誘導します。

足のアーチを
適正に
保持します。

前足部の段差
母趾での踏み返しを
誘導します。


